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施 工 計 画 図

施工計画図

番

号

図 示／

広 島 高 速 道 路 公 社

県 道 広 島 海 田 線路 線 名

図面番号

工 事 名

図 名

縮 尺

修 正 設 計 そ の 他 業 務

平 成 24 年 度

高 速 ２ 号 線 密 接 関 連 道 路

交通開放

（ 床版・横桁・伸縮装置 ）

間詰部施工

二期部合成完了

橋面工

トラッククレーン架設

二期施工の架設条件は

施 工 順 序 図

Step 1

ウエブ・床版・横桁打設

ウエブ・床版・横桁打設

プレビーム桁架設

一期施工と同様

足場があるうちに添架物設置

橋面工 仮地覆・仮高欄設置

二 期 施 工

プレビーム桁架設

（ 1 ）施工順序図

一 期 施 工 備 考

Step 5

Step 6

Step 7

Step 8

Step 9

Step 10

交通開放

（ 一期施工時との

間詰部橋面施工

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

Step 2

Step 3

仮地覆、仮高欄

Step 4

G6 G7 G8 G9 G10 G11

G6 G7 G8 G9 G10 G11

G6 G7 G8 G9 G10 G11

足場があるうちに添架物設置

キャンバー差を小さくする為

間詰め部以外施工する。）

交通開放

交通開放

交通開放

G6 G7 G8 G9 G10 G11

G6 G7 G8 G9 G10 G11

G6 G7 G8 G9 G10 G11

歩道開放交通開放 交通開放

仮地覆撤去 超早強コンクリート使用

歩道開放

歩車道境界設置（左側）

間詰部（Ｇ５～Ｇ６間）の

横桁アングル本締め。

間詰部（Ｇ５～Ｇ６間）の

横桁アングル仮止め。

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

交通開放

交通開放

交通開放

交通開放

歩車道境界施工（左側）

（ 1 ）の項の施工順序より、断面力解析は次の 2 ケースについて行う。

一

期

施

工

時

1

（ 2 ）解析ケースの検討

2

完

成

系

600400

12025

525

G1 G2 G3 G4 G5

1150 4 x 2550 = 10200 675

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G11

1150 10 x 2550 = 25500 1150

27800

400 3500 3500 400

3300 200 10000 200 3300

群集荷重載荷幅 群集荷重載荷幅

20000

6750 500 2750

活荷重載荷幅 活荷重載荷幅

CL

10500

70003500

活荷重載荷幅

35
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架 設 計 画 図

200t吊油圧式トラッククレーン性能表
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作業半径

ブーム

13.0 m

60.0

75.0

83.5

94.5

61.5

71.5

85.0

77.5

49.7

57.4

62.1

22.0 m 31.0 m 40.0 m

9.0 108.5110.0 107.0 93.0

67.5

70.0

ブーム ブーム ブーム ブーム

550 支 間 26750 26750 550

350 桁 長 54600 350

橋 長 55300

65.0 65.016.0 56.0
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20.0

24.0
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18.0

25.5
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56.0 56.0
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48.5

30.0

32.5
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40.0

49.5

17.5 m

102.0

113.0

77.0

93.0

14.0

12.0

10.0

11.0

113.0

作業半径

77.0

93.0

102.0

113.0

75.0

87.0

102.0

94.0

63.5

73.0

79.0

（単位 : ton）

9.0 129.0132.0 126.0 110.0

85.5

90.0

ブーム

360 t 吊油圧式トラッククレーン性能表

ブーム ブーム ブーム ブーム

13.0 m 22.0 m 31.0 m 40.0 m

( m )

注 ) ワイヤー・フック重量 3.0 t を含まない

A1 P1 A2

360 t 油圧式トラッククレーン
作業半径 = 24.0 m

ブーム長 = 31.0 m

定格荷重 = 37.5 t

架設重量 29.1 + 3.0 = 32.1 t

地 組 桁

地組 ・ 架設ヤード

一 期 施 工

側 面 図 S = 1 / 400

平 面 図 （ 一 期 施 工 ） S = 1 / 400

平 面 図 （ 二 期 施 工 ） S = 1 / 400

架 設 方 向

注 ) ワイヤー・フック重量 1.5 t を含まない

準 備 工

第 1 径間部材および中間支点部材 架設完了

A1 橋台背面にて 1 ～ 3 部材を地組

架 設 フ ロ ー

A1 側に 1 ～ 3 部材を搬入

地 組 部 材 を 架 設

横 桁 工 ・ 床 版 工 ・ 橋 面 工

足 場 設 置

後 片 付 け

G1 ～ G5 桁

繰返し

1 2 3 4 5

A2 側に 4 , 5 部材を搬入

A2 橋台背面にて 4 , 5 部材を地組

地 組 部 材 を 架 設

架 設 完 了

（ 一期施工 ）

G1 ～ G5 桁

繰返し

（ 一期施工 ）

G6 ～ G11 桁

繰返し

（ ニ期施工 ）

G6 ～ G11 桁

繰返し

（ ニ期施工 ）

200 t 油圧式トラッククレーン

作業半径 = 22.0 m

ブーム長 = 40.0 m

定格荷重 = 30.5 t

架設重量 23.6 + 1.5 = 25.1 t

ポールトレーラー

地 組 桁

地組 ・ 架設ヤード

360 t 油圧式トラッククレーン

作業半径 = 24.0 m

ブーム長 = 31.0 m

定格荷重 = 37.5 t

架設重量 30.2 + 3.0 = 33.2 t

地 組 桁

200 t 油圧式トラッククレーン
作業半径 = 22.0 m

ブーム長 = 40.0 m

定格荷重 = 30.5 t

架設重量 24.6 + 1.5 = 26.1 t

地組 ・ 架設ヤード

地組 ・ 架設ヤード

A1

A1

P1 A2

P1 A2

360 t 油圧式トラッククレーン

200 t 油圧式トラッククレーン

ポールトレーラー

ポールトレーラー

ポールトレーラー

ポールトレーラー

府
中
大
川

ポールトレーラー

（単位 : ton）

地 組 桁

（仮置きは２段重ね）

現況暫定供用

仮 歩 道 橋

番

号

／

架設計画図

W = 4.0 t(4.1t)

4550

W = 19.6 t(20.5t)

部 材 長 20000

W = 5.5 t(5.6t)

5500

W = 19.6 t(20.5t)

20000

W = 4.0 t(4.1t)

4550

地組部材

W = 29.1 t(30.2 t)
地組部材

W = 23.6 t(24.6 t)
1 3～ 4 5,

注 （ ）内は、G6 ～ G11桁を示す。

G1 G2 G3 G4 G5

4 x 2550 = 10200

G1 G2 G3 G4 G5

4 x 2550 = 10200

G6 G7 G8 G9 G11G10

2550 5 x 2550 = 12750

断 面 図 （ 一 期 施 工 ） S = 1 / 100

断 面 図 （ 二 期 施 工 ） S = 1 / 100

一 期 施 工

広 島 高 速 道 路 公 社

県 道 広 島 海 田 線路 線 名

図面番号

工 事 名

図 名

縮 尺 図 示

修 正 設 計 そ の 他 業 務

平 成 24 年 度

高 速 ２ 号 線 密 接 関 連 道 路
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